
モ
ヤ
山
を
背
に
し
て
海
沿
い
に
の
び
る
脇
元
の
里
―
。
　
⌒お
不
動
山
の
項
上
か
ら
写
す
。
）

□
□
日
回
□
□

肉
用
牛

の
振
興
に
努
力

村
長

白

川

治

二

郎

一
昨
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
に
始
ま
っ
た
不
況
は
、
経

済
成
長
を
に
ぶ
ら
せ
、
国
、

県
、
村
の
財
政
を
窮
地
に
追

い
こ
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
国
、
県

の
財
政
事
情
は
急
激
に
好
転

し
そ
う
も
な
く
、
村
の
行
財
政
も
い
ろ
い
ろ
と
制
約
を
う
け
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
と
し
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
て
、
明
る
く
住

み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
全
力
投
球
す
る
つ
も
り
で
す
。

具
体
的
に
は
▼
村
づ
く
り
の
生
産
基
盤
整
備
を
進
め
る
た
め
、

肉
用
牛
の
振
興
に
力
を
入
れ
ま
す
。
昨
年
か
ら
建
設
中
の

「肥
育

セ
ン
タ
ー
」
の
完
成
に
よ
っ
て
良
質
肉
の
生
産
に
つ
と
め
る
と
と

も
に
、
農
家
の
飼
養
技
術
を
高
め
て
、
肉
牛
の
一
貫
し
た
経
営
体

制
を
確
立
い
た
し
ま
す
。

漁
業
関
係
で
は
、
十
三
湖
の
内
水
面
漁
業
開
発
調
査
に
よ
っ
て
、

シ
ジ
ミ
員
の
ほ
か
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
等
の
増
殖
が
可
能
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、　
″と
る
漁
業
″
か
ら

″育
て
る
漁
業
″
ヘ

の
転
換
を
は
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

脇
元
漁
港
は
第
五
次
整
備
計
画
を
完
全
を
も
の
に
し
、
権
現
崎

沖
で
の
漁
労
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

）
社
会
福
祉
の
計
画
的
充
実
は
、
明
る
い
村
づ
く
り
の
基
礎
と

な
り
ま
す
が
、
村
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
建
設
中
の
診
療
所
は
、

二
月
末
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
予
防
と
治
療
の

一
体
化
を
す
す
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

▼
観
光
資
源
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
村
の
歴
史
的
な
背
景
と
か

み
合
せ
て
、
自
然
が
そ
こ
な
わ
れ
な
い
方
向
で
す
す
め
る
つ
も
り

で
す
。



:   ::墨 :!な :::
後悔」「情性」 の年月 をか さね、残 念 な

が ら印象 にの こるもの があ りませ んで し

た。今年 こそは思 い出 にの こる楽 しい年

になるよ う努 力 (気張 らず に )し たい と

思 っています。

相Л:ゆ う子|1裏爆曖彙
これまではなにごとに

も責任感 がな く、 自党 が

霞 足 りなかったように思い

ます。 しか し、 も う20才。頼 る立場 か ら

頼 られ るお となの 1員 です。 自分の行動

には責任 をもって成人 と しての 自党 を身

につけたい と思 います。 そ して、精 いっ

め、生活 の変化 とに らみ合せ て長期的 に

生活設計 を立 ててい ます。 それはその ま

ま今 日よ り明 日ヘー とい う希望 につ なが

ります。 いず れに して も毎 日々が年頭 の

よ うな気持 で 1年 を過 したい。

葛西彙代60壼  承
不況 、物価 高、 とあ ま

りにも聞 き慣 れた ことば

の中で、 ともすれば不安

感 に橘 れ る日常 ですが、 こんな時 にこそ

私 た ち家庭 の主婦は生活防衛 を真剣 に考

え、乱世lF対処しなければと思います。
そして、互いに手をとり合いたくましく

生き抜 く年にしたいと思います。

本 荘 珍 雄 60古体役員

| 「知識 な き熱心 は馬車

馬の如 く危険 :」 とい う

LЛ■ ことわぎがあります。
1976年 は石油 ショック以来、内外 とも

に多難 が予想 されますが、 自分の置 かれ

ている現実をよくみつめ、悔いのない 1

年であるよう、いっそうの努力をかさね

るつもりです。

加・納末幸は,‡学3景

私は今年中学を事業 し、

いままでとは違った道 を

歩むことになります。

先 ず、 なん と して も高校入試 を突破 し、

新 しい知識 を身 につけたい と思 う。

「能 ある鷹 は爪 を隠す」 の ことわぎの

よ うに、 その知餞 を他 人 に見せつけるこ

とな く社会 に役立 てたい。

黒 川  敏 m腱 彙二

`4年 きぎみに訪れる、

選挙の嵐が過 ぎて、村は

またひとつの時代を迎え

ます。 いつ まで も旧 3村的 な物 の考 え方

や、 2分 された派 閥的 な発想 では、 まっ

た く進歩 がない気 が します。

市浦村 を 1つ と して見つめ、 そb未 来

を考えたいと思います。

小山あぐり0ち魔乳
とかく腹立たしいこの

ごろ、「加害者にかわっ

て」 という自動車保険の

安易なコマーシャルぐらい不愉快なもの

はありません。

人命の尊 さはかけがえのないものです。

今年こそは交通事故の悲劇 をなくする

よう、新年にあたって誓いましょう。

米 谷 正 三 la鯛体職富

昨年の商工業界は不況

に始 ま り不況 で終 りま し

た。村内の商工業者 も大

きな影響 を受 けた と思 い ます。

今年 は こ うした人た ちへ適切 な助言 を

はか り、商工会の組織拡 大のためにがん

ば りたい と思 ってい ます。同時 に自分 を

高めたい と思 い ます。

1 ¥

正 しい生活、計画的 な作業 と休息 、 そ し

て地域 ぐるみの衛生活動 が健康 を培 つて

くれ るで しょ う。今年 こそは、みんなが

農民体操 に参加 し、健康 なか らだづ くり

に心 がけたい ものです。

―さ
あ

元
気
よ
く
力

い
つ

|∫

し`

わ
た
く
し
た
ち
村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
と
意
見
が
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
新
し
い
年
は
心
機

一
転
、
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
人
の
村
民
を
選
ん
で
こ
と
し
の
決
意
、
抱
負
、
意
見
を
話
し
て

―

撥
あ

―



こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
は
、
成

人
で
な

い
こ
と
に
甘
え
、

い
ろ

い
ろ
な
保
護
の
中
で
過
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
か
ら

法
律
上
か
ら
も
完
全
に
人
格
が

み
と
め
ら
れ
た

一
人
の
公
民
と

し
て
、
社
会

の

一
員
と
し
て
独

立
し
た
社
会
生
活
に
ふ
み
だ
し

た
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
私
た
ち

の
誇
り
で
あ
り
大
き
な
喜
び
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に

も
の
ご
と
を
純
す

い
に
と
ら
え

悔

い
の
な

い
人
生
を
あ
ゆ
み
た

い

71人 がおとなの仲間入 り

一 いつ も変 らぬ和服姿一

真
実
を
求
め
、

正
し
く
生
き

て
ゆ
く
覚
悟

で
す
。

人
と
人
と
の

ふ
れ
あ

い
を

大
切
に
し
自

分
自
身
の
行

動
に
責
任
を
持
ち
、

り||

ゆ

子

こ
と
し
も
七
十

の
新
成
人
が

２０
歳

。
み

ん

な

そ

ろ

っ

て

加

入

を

―

二
十
歳
に
な

っ
た
ば
か
り
の
　
　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
リ

皆
さ
ん
は
、　
一
人
前
の
社
会
人
　
　
　
皆
さ
ん
は
、
二
十
歳
に
な

っ

と
し
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
　
　
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
先
の

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
希
　
　
こ
と
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す

望
と
何
か
を
期
待
す
る
気
持
で
　
　
が
、

い
っ
ど
ん
な
事
故
に
あ

っ

い
っ
ぱ

い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
　
　
た
り
、
病
気
に
か
か
る
か
も
し

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時

に
な

っ
て

ひ
と
と
き
の
青
春
を
謳
歌
す
る
　
　
生
活
の
保
障
が
な
に
も
な

い
と

こ
と
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、　
　
　
い
う
こ
と
は
大
変
不
安
で
は
な

そ
の
ま
え
に
、
人
生
の
生
活
設
　
　
い
で
し
ょ
う
か
。

計
だ
け
は
き
ち
ん
と
た
て
て
お
　
　
　
国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の

一

き
た

い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
人

一
人
の
生
活
を
保
障
す
る
こ

国
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
生
　
　
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

活
設
計
に
役
立
ち
ま
す
。
　
　
　
　
制
度
で
す
。

人
間
の

一
生
を
み
る
と
長

い
　
　
　
国
民
年
金
に
は
会
社
や
官
公

歳
月
の
う
ち
に
は
、
就
職
、
結
　
　
庁
に
動
め
て
厚
生
年
金
保
険
や
、

婚
、
出
産
と

い
ろ

い
ろ
な
出
来
　
　
各
種
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

事
を
経
験
し
て
老
後
を
む
か
え
　
　
る
人
以
外
は
必
ず
加
入
し
な
け

て
み
て
も
悔

い
の
な

い

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
と

月
千
百
円
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
滞
納
す

る
こ
と
な
く
、
き
ち
ん
と
納
め

て

い
れ
ば
年
を
と

っ
て
か
ら
は

も
ち
ろ
ん
、
交
通
事
故
で
身
心

障
害
者

に
な

っ
た
と
き
主
人
に

亡
く
な
ら
れ
て
母
子
家
庭
に
な

っ
た
と
き
な
ど
に
、
年
金
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ｃ



信頼を全身にうけて

一新 しい村議会議員きまる一

*

一
月
十
四
日
を
投
票
日
と
し
た
村
議
会
議
員

選
挙
は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
し
い
十
六
人

の
顔
ぶ
れ
が
き
ま
り
ま
し
た
。

編
集
室
で
は
さ
っ
そ
く
、
新
議
員
の
紹
介
を

か
ね
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
ま
し
た
。

○
…
全
村

一
区
と
す
る
大
選
挙
区
制
に
な
っ
て

か
ら
二
回
目
の
選
挙
と
あ
っ
て
、
立
候
補
し
た

二
十
人
は
選
挙
カ
ー
な
ど
で
村
内
を
く
ま
な
く

巡
回
、
政
見
の
徹
底
や
顔
の
売
り
込
み
に
け
ん

め
い
で
し
た
。

○
…
開
票
の
結
果
、
現
職
六
人
が
当
選
し
た
の

を
は
じ
め
、
元
二
人
、
新
人
八
人
が
そ
れ
ぞ
れ

新
し
く
議
席
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ｏ
…
身
近
か
な
選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
関
心
も
高

く
、
投
票
率
は
九
七

・
六
八
％
と
前
回
を
二

・

四
九
％
上
回
る
好
成
績
で
し
た
。
内
訳
け
は
男

九
七

・
三
四
％
、
女
九
七

。
九
八
％
で
す
。

①
村
政
に
対
す
る
基
本
的
な
心
が
ま
え
を
お

②
任
期
中
に
ぜ
ひ
や
り
た

い
こ
と
を
二
、
三

Э
趣
味
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

工

藤

武

則

①

民
主

政
治

の
基
本

に
立

っ
て
、
村

民

の
声

を
村

政

に

反

映

さ

せ
る
。
政

治

的
恩
恵
を
村

民

が
平
等

に
受

け

ら
れ

る
よ
う

、

キ

メ
の
細

か

い
活
動
を

す
す

め

る
。
②

▼
十

三

橋

の
永
久

橋
架

け
替

え
を

早
期

に
実

現

さ

せ
る
。

▼
十

二

湖
を

汚

濁

公
害

か
ら
守

る
。

▼
財
産

区

の
財
産
管

理
を

公

平

に
す

る
。
③
釣

り
。

―
，

Ｍ
Ｉ小

　
倉

十

三
一
男

十
　
一二
　
　
４４
歳

海
産
商

。
当
選
１
回

①

▼
派

間
を
解
消

し
、
全

議
員

一
九

と
な

っ
て
村

の
経

済

発

展

に
努
力
す

る
。

▼
村

の
行

・
財
政

の
総
合

的
、
合

理

的
運
営

と
健
全
化
を

は

か

る
。
ま
た
、
産
業
基

盤

の
整

備

を
す
す

め
大
市
浦
村

の
建
設

に
努
力

す

る
。
②

▼
十

二

漁

港

の
完

備
。

▼
十

二
湖
を

公
害

か
ら
守

る
。

▼
教
育

施

設

の
充
実
。
③

仕
事

。

青

山

又

一

太
　
田

　

５３
歳

農
　
業
。
当
選
１
回

①
個
人
の
た
め
の
政
治
で
は
な
く
、
対
話
と
協
調
を
基

本
と
し
て
村
民
の
意
見
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
。
と
く
に

恵
れ
な
い
人
た
ち
の
福
祉
を
高
め
、
明
る
く
、
住
み
よ
い

村
の
建
設
に
努
力
す
る
。
②
▼
社
会
福
祉
の
充
実
。
▼
農

林
漁
業
、
畜
産
振
興
に
努
力
す
る
。
▼
教
育
を
積
極
的
に

進
め
る
。
③
囲
碁
。

工
　
藤
　
一　
雄

太

田

　

５４
歳

農
　
業

。
当
選
３
回

①
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
明
る
く
、
正
し
い
政
治
を
進
め

る
。
常
に
前
向
き
の
姿
勢
で
村
の
建
設
に
あ
た
り
、
村
民

の
意
志
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
。
②

▼
村
道
の
完
全
舗
装

を
は
か
る
。
▼
河
川
を
改
修
し
、
農
地
を
水
害
か
ら
守
る
。

▼
観
光
資
源
の
開
発
を
進
め
る
。
▼
村
民
福
祉
を
高
め
る
。

▼
山
歩
き
。

谷
　
秀

　

一

相
　
内
　
　
６３
歳

農
　
業
。
当
選
４
回

．
①
村

政
を

つ
う

じ
、

政
治

の
折

り
目
を
正

し
、
自

己
を

捨

て
権

利

の
信
念
化
を

は
か

る
。

真

に
村

民
が
村

民

の
手

で
村

民

の
政
治

が
行

わ

れ

る
よ

う
努
力
す

る
。
②

▼
や
り
た

い
こ
と
は
沢

山
あ

る
が
、
議

会

議
員

と
し

て
最
善
を

つ
く
し
、
村

の
健
全

な
発
展

に
努

め

る
。
③

読
書
、

ス
ポ

ー

ツ
鑑
賞
。

〓
一　
和

　

　

久

相

内

　

４８
歳

農
　
業
。
当
選
１
回

①
み
ず
か
ら
の
姿
勢
を
正
し
、
清
潔
明
朗
な
議
会
の
運

営
に
努
め
、
村
民
の
声
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
き
、
平
和
な
村
づ
く

り
に
が
ん
ば
り
た
い
。
②
▼
地
場
産
業
を
進
め
る
。
▼
中

学
校
に
水
泳
プ
ー
ル
を
建
設
。
▼
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
。

③
読
書
、
釣
り
。

太

田

　

４３
歳

農
　
業

。
当
選
１
回

①
村
民
生
活
の
安
定
と
産
業
、
そ
し
て
生
活
基
盤
の
整

備
を
基
本
的
な
柱
と
し
て
推
進
す
る
。

「努
力
」
が
私
の

信
条
、
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
る
。
②
▼
農
業
生
産
所
得
の

増
大
を
は
か
る
。
▼
教
育
、
文
化
施
設
の
整
備
拡
充
。
▼

老
人
福
祉
の
向
上
を
は
か
る

（老
人
憩
い
の
家
）
。
▼
河

川
の
改
修
。
③
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
。

当骨 十
材

選採 二

取

1堅31

回案歳

奈

良

正

勝



農 磯

業 松

当
週塁 43

占歳

伊

南

忠

雄

①
権

略

に
と
ら
わ
れ
な

い
秩
序
あ

る
議
会

運
営

こ
そ
、

健

康

で
明

る

い
村

が
築

き
あ

が

る
も

の
と
思
う
。

い
か
な

る

こ
と
も
誠

意
を

も

っ
て
が
ん
ば

る
。
②

▼
農
業

基

盤

の

整

備
促
進

。

▼
住

民
福
祉

の
充
実
を

は

か

る
。

▼
磯
松

川

の
改
修
を

進

め
る
。

▼
沿
岸
漁
業

の
振

興
を

は
か

る
。
③

読

書
、

ド

ラ
イ
プ
。

島

津

典

明

相

内

　

３３
歳

会
社
役
員
。
当
選
１
回

①

議
会

の
調
和
を

保
ち

、
責

任
分
担
を

明

ら

か

に
し

て

村

民

か
ら
信
頼

さ
れ

る
村
政
を

つ
く

り
あ
げ

る
。
村

民

の

批
判

と
監
視
を

受

け
入

れ
、
す

べ
て
話

し
合

い
の
中

か
ら

理
解

と
納
得
を
求

め

る
。
②

▼
人
事

の
刷
新
。

▼
土
木

行

政

の
推
進

（
村
道
全
面
舗
装

）
。

▼
健

全

財
政

の
確
立

。

③

ス
ポ

ー

ツ
鑑
賞
。

松

　

４７
歳

業

。
当
選
１
回

①
執
行
機
関
と
の
協
調
性
を
重
ん
じ
、
村
の
す
み
ず
み

ま
で
恩
典
を
受
け
る
公
平
な
政
治
を
め
ざ
し
た
い
。

②
▼
畜
産
の
振
興
。

（草
地
・
放
牧
場
の
整
備
拡
張
）
▼

沿
岸
漁
業
の
振
興
。

（大
型
魚
礁
の
投
入
等
）
▼
児
童
福

祉
の
充
実

（学
校
施
設
の
整
備
、
保
育
所
児
童
の
輸
送
車

配
備
）
。
③
釣
り
。

成

田

義

衛

脇

一九

　

５２
歳

農
　
業

。
当
選
２
回

①
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
村
政
の
刷
新
を
は
か
り
、
村
民
の

ナ
ッ
ト
ク
の
い
く
明
朗
な
村
政
を
進
め
、
村
民
福
祉
の
向

上
を
は
か
る
。
②
村
の
医
療
制
度
の
改
善
と
村
の
自
主
的

な
福
祉
行
政
の
充
実
。
▼
第
五
次
漁
港
整
備
計
画
の
完
全

実
施
と
漁
業
振
興
。
▼
教
育
施
設
、
設
備
の
完
備
と
教
育

の
振
興
。
③
釣
り
。

工

藤

誠

一
郎

一九
　
　
４６
歳

業

。
当
選
３
回

①
為
政
者

（村
長
）
の
独
走
・
独
裁
、
行
政
の
腐
敗
化

を
防
止
し
、
四
千
三
百
村
民
の
要
望
、
主
張
を
村
政
に
反

映
さ
せ
、
信
頼
と
調
和
の
と
れ
た
村
政
実
現
の
た
め
努
力

す
る
。
②
▼
医
療
行
政
の
健
全
化
。
▼
畜
産
行
政
の
健
全

化
。
▼
産
業
振
興
の
た
め
漁
協
、
農
協
組
の
育
成
を
推
進
。

③
俳
句
、
将
棋
。

笹
　
山
　
七

〓
一
郎

脇

一九
　

６６
歳

木
材
業
。
当
選
３
回

①

派

閥
解
消

に
全
力
を

傾
注

し
、
村

民
本

位

の
村
政
を

進
め

る
。
な

に
ご

と
も
前
向

き

の
姿
勢

で
村

政

に
あ

た
り
、

明

る
く
住

み
よ

い
、
豊

か
な
村
づ

く

り

に
努
力

す

る
。
②

▼
固

有
林

野
を

活

用
し
畜
産
振

興
を

は
か
る
。

▼
沿
岸
漁

業

の
振

興
を

は
か

る
た

め
漁

港
を

整
備
す

る
。

▼
観
光

開

発
。
③

山
歩

き
。

木

村

義

光

〓
一　
　
４６
歳

業

。
当
選
４
回

①

明

る
く
豊

か
な
村
づ
く

り
を
前
提

と
し

て
、
自
然
を

破
壊

す

る

こ
と
な

く
、
観
光

、
水
産

、
書
産

行
政

の
振

興

を

推
進

し
、
村

民
生
活

の
向
上

を

は
か

る
。
②

▼
十

三
湖

の
高

度
開
発

利

用
。

▼
十

三
前

潟

の
活

用
を

は

か
る
。

▼

村

に
即
応

し
た
産
業

の
開
発
。
③

盆

栽
、

ス
ポ

ー

ツ
鑑
賞

。

●あなたの代弁者、新議員の横顔

農 磯

貝リ

美

櫛

ヲ|

党

蔵

漁 脇

商 十

福

井

俊

美

十
　
一二
　
　
４４
歳

漁
　
業

。
当
選
３
回

①

村

民

の
声
を

村
政

に
反

映

さ

せ
、

豊

か
な

明
る

い
村

づ

く
り
を

念

頭

に
、
躍
進
す

る
大
市

浦
村

の
建

設

に
努
力

す

る
。
②

十

三
橋

の
永
久

橋
化

早
期
完
成

の
促
進
。

▼
前

潟

の
高
度
利

用

の
た

め

の
開
発

。

▼
へ
き
地
保
育
所

の
常

設
化

ｃ，

）
小
学
校

に
水
泳
プ

ー

ル
を
完
成

さ

せ
る
。
③

読

書
、
釣

り
。

脇
　
一九
　

６４
歳

米
穀
小
売
業

。
当
選
６
回

①

議
決

機

関

の
本

質
が

失
わ

れ
な

い
よ
う

に

つ
と
め
、

民
意
を
尊

重
す

る
と
と
も

に
執

行
者

の
自
党
を

促
し
、
村

財
政

の
健
全
化

を

は

か

る
。

明

る

い
村
づ

く
り

に
熱
意
を

も

っ
て
あ

た

る
。
②

▼
畜
産
事

業

の
整
備
促
進

。

▼
財
産

区
有
地
払

い
下
げ

促
進
。

▼
村

道
全
面
舗
装

。

▼
漁
港

整

備
予
算

獲

得
。
③
特

に
な

し
。



初

旬

会

土

工

夫

と

し

て

末

席

に

働

い

て

来

て

が

つ

が

っ

と

雑

煮

食

う

今

年

■
・■

状

標

で

拝

す^

初

日

か

な

元

日

の

残
、り

火

で

書

く

作

業

メ

モ

雪

め

が

ね

は

づ

し

て

密

柑

選

び

買

う

―

ゑ
あ

―

桂

　
川
　
　
ホ

　
村

　

テ
イ
子

台
風

の
迫

つ

て
風

の
荒

れ
来

た
り
船

戻
り
来

る
十
三

の
港

ヘ

い
つ
の
間

に
限
り
ｔ
孫

に
頬
寄

せ
て
愛

し
み
抱

き

て
わ
が
夫
な

れ
ば

脇
　

一九

　

桑

野

　

ミヽ
　

ナ

（
お
め
で
と
う
）

と
は

し

ゃ
ぐ
孫

の
初
声
を
受

話
農

に
聞

き

て
心

和

み
ぬ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

年
賀

状
欠

か
す

こ
と
な

き
老

い
た
師

の
面

影
浮

べ
思

い
ひ
と
し

お

桂

′:|

木

村

草

花

テ
イ
子

客

出

す

座

と

ん

猫
が 桂

占 り||

領

し
木

村

孫

た
め
毎
夜

如
く
本
を
読
む
吹
雪

夜

眠
り
伏
す
ま

昭和 50年 分の所得 税 の確定 申告 と納税 は、

今年 の 2月 16日 か ら 3月 15日 まで となってい

ます。

確定申告をしなくてよい方でもつぎのよう

な場合は。申告をして、納めすぎとなってい

る税金の選付を受けることができます。

::[iliI[lilllil [

超えたとき         を
② 本人や家族の病気で、支払った 受
医療費が、所得の5%か 5万円?  け

③
住重

:頭
恵
:T下

身島
li :

ったため、年末調整を受けなかつたとき

予定納税 をした方では、年税額が予定納税

額未満 となったとき

還付 を受けるための申告は、 1月 より受付

けていますので、早めに済ませて、税金の選

付も早 く受けられるようにしましょう。

手続 きや要件などくわしいことは、税務署ヘ

ご相談 ください。

家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当

切
　
り
　
傷

け
が
の
応
急
処
置
は
、
ま

ず
血
を
止
め
る
こ
と
、
傷
口

を
清
潔
に
す
る
こ
と
で
す
。

少
し
ぐ
ら
い
血
が
出
て
い

て
も
か
ま
わ
ず
水
道
の
水
な

ど
き
れ
い
な
水
で
洗
い
ま
す
。

医
師
に
す
ぐ
見
せ
ら
れ
る
時

は
洗
っ
た
あ
と
の
傷
口
に
き

れ
い
な
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て
お

き
、
薬
は
つ
け
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
出
血
が
軽
い
切
り
傷

の
場
合
は
、
ガ
ー
ゼ
で
お
お

っ
て
傷
口
を
強
く
圧
迫
す
る
。

な
お
止
ま
ら
な
い
時
は
、
傷

よ
り
心
臓
に
近
い
個
所
を
包

帯
や
布
で
し
っ
か
り
し
ば
り

ま
す
。
た
だ
し
こ
の
布
は
血

が
止
ま
っ
た
ら
な
る
べ
く
早

く
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

骨
　
　
　
接

外
見
で
は
骨
接
し
て
い
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
く
て
も

痛
み
や
は
れ
が
と
れ
な
い
時

は
、
患
部
を
動
か
さ
な
い
よ

う
固
定
し
て
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

折
れ
た
骨
が
皮
膚
か
ら
と
び

出
し
て
い
る
よ
う
な
時
に
は

お
お
ま
，か
に
汚
れ
を
落
し
て

か
ら
、
骨
を
無
理
に
押
し
込

ん
だ
り
せ
ず
包
帯
で
厚
め
に

つ
つ
み
、
副
木
で
固
定
し
ま

す
。
副
本
は
関
節
ま
で
当
て

て
、
傷
口
を
さ
け
て
し
ば
り

ま
す
。
痛
み
や
は
れ
が
ひ
ど

い
時
に
は
、
冷
水
か
、
酸
水

で
冷
湿
布
し
て
す
ぐ
医
師
に

連
絡
す
る
よ
う
に
。

や
　
け
　
ど

ど
ん
な
や
け
ど
で
も
、
ま

ず
水
で
冷
や
し
て
内
部
へ
の

進
行
を
く
い
止
め
ま
す
。
衣

服
の
上
か
ら
の
や
け
ど
は
そ

の
ま
ま
冷
や
す
こ
と
。
．無
理
，

に
は
が
す
よ
う
に
衣
服
を
と

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た

台
藤
の
油
な
ど
を
塗
る
と
、

後
で
医
師
の
治
療
の
じ
ゃ
ま

に
な
り
ま
す
。
冷
や
し
て
す

ぐ
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い

水
ぶ
く
れ
が
出
き
た
場
合
は

破
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。



お
菓
子

千
七
百
袋
届
く

横
浜
市
の
伊
東
き
よ
の
さ
ん
か
ら

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
一
　

伊
東
さ
ん
は
も
と
も
と
隣
り
の

一　
　
よ
い
子
や
お
年
寄
り
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
―
と
、
昨
年
の
　
一
　

小
泊
村
出
身
で
、
幼
い
こ
ろ
故

一　
暮
れ
、
横
浜
市
の
保
育
園
経
営
者
か
ら
お
菓
子
が
い
っ
ぱ
い
　
一　
　
郷
を
離
れ
苦
労
の
す
え
、
現
在

一　
詰
ま
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
千
七
百
個
が
届
き
、
村
の
子
ど
も
た
　
一　
　
で
は
神
奈
川
県
で
も
ト
ッ
プ
ク

一　
ち
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

ラ
ス
の
保
育
園
に
育
て
あ
げ
ま

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
．
　

し
た
０

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
　
で
手
広
く
保
育
園
を
経
営
し
て
　
　
　
伊
東
さ
ん
は
か
ね
て
か
ら
本

を
し
た
人
は
、
横
浜
市
港
北
区
　
　
ぃ
る
伊
東
き
よ
の
さ
ん

（６８
）ｏ　
　
村
に
寝
た
き
り
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
を
老
え
、
そ
の
実
現
の
一

助
と
保
育
園
新
築
を
祝
っ
て
、

日
ご
ろ
世
話
に
な
って
いる
市

吟
　
　
浦
村
に
お
返
し
を
―
と
、
プ
レ

補
　
　
ゼ
ン
ト
し
た
子
の
で
す
「

　̈　どけれ紳韓摯燎一“椰噸一

だ
　
　
市
価
で
は
五
、
六
百
円
は
し
ま

攀　　けけに射度輌鰤名翻品鰤一

わ
　　れ
る
ほ
ど
で
した
。

岬

　

百
ロ
マ
呻
悧
¨

′ｊヽ の
響
婿

‐こ 所
凛
に

つ
　
　
個
、
中
学
校
三
百
個
、
老
人
ク

薬
　
　
ラ
ブ
四
百
個
、
役
場
関
係
な
ど

ぉ
　
　
嘘
鋼
鰤
凛
場
脚
療
は
「
】
“
鵜

卜
に
子
ど
も
た
ち
は
、
大
は
じ

ゃ
ぎ
で
し
た
。

と
す
る
と
き
は
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
し

す
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
す
。
②
そ
の
他
に
つ
い

許
可
を
必
要
と
す
る
開
発
　
て
は
そ
の
面
積
が
一
ヘ
ク
タ

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
　
―
ル
を
越
え
る
も
の
で
す
。

舞
『
中
一̈
”
　
肺
勘
ｍ
」却
童
〒
の
詐
聾
町
が
■
始
亜
孫　
　
一
¨
一
一

許
可
を
必
要
と
す
る
森
林

　

れ
ば
な
ら
な
い
開
発
は

「土
　

は
農
林
事
務
所
を
経
由
し
て

森
林
法
に
よ
り
立
て
ら
れ
　

石
ま
た
は
樹
根
の
採
掘
、
開
　

知
事
に
提
出
し
ま
す
が
、
く

た
地
域
森
林
計
画
の
対
象
民
　
懇
そ
の
他
、
土
地
の
形
質
を

　

わ
し
い
こ
と
は
経
済
課
ま
た

有
林

（公
有
林
も
含
む
）
で
　

変
え
る
場
合
」
で
①
道
路
だ
　

は
企
画
室
へ
お
問
い
合
せ
く

す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
を
つ
く
る
と
き
は
、
巾
員

　
だ
さ
い
。

交通事故証明は安全運転センターで

交通事故 証 明書 は これ まで警察    ●証 明書 は、郵便 で お届 け しま

署 で猶 予してい ま したが、 こん ど  す。 セ ンター事務所 で直接 申 し込

か らぞン ター事務所 が発 行 します
゛ んだ方 は、窓 口で お渡 しします。

■交通 事故 証明書 の発行       ●住 所地 以外 の都道府 県 で起 こ

●証 明 書の必要 な方は、最寄 り  した交通事故 につ いて も、郵便振

の郵便 局 か ら郵便振 替 の方法 によ  替の方法 F申 し込 む こ とがで きま

警察署 、派 出所 、駐 在所 、損害保    ■免許停 止 直前 の点数通知

険 会社 、農 業協 同組 合 な どに備 え   ●交通違 反 な どの点数 が、運転

付 けの申請 書 (郵便振 替用紙 に印  免許 の停 止処 分 を受 け る直 前 の点

刷 した もの )に 手数料 400円 を添   散 にな った方 にセ ン ター事務所 か

■運転 経歴圧明書 の発行

●申 し込 みの方法 は 、交通事故   請 で きませ ん。

証明 書の場 合 と同様 です。 手数料    ■開設 の場所

は 600円 です。            青森 市新町 2丁 目 3番地

●申請 書 は 、警察 署 、派 出所 、    「青森 県 警察 本部 内」

駐 在所 に あ り、本 人以外 の方 は申

林
地
開
発
許
可
制
度
が
発
　
　
ほ
と
ん
ど
の
森
林
が
こ
の
　

一一一肩
を
越
え
、
そ
の
面
積
が

足
し
、
森
林
を
開
発
し
よ
う
　

計
画
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
　
　
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
る
も

競τ警キ伊尭冤I鯖涅品有TttliZお 島所



農
地
等
取
得
資
金
、
未
懇
地

取
得
資
金
、
自
作
農
維
持
資
金

は
こ
れ
ま
で
、
農
協
が
窓
日
と

な
っ
て
取
扱

っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
の
Ｌ
月
か
ら
つ
ぎ
の
市
中

銀
行
で
も
取
り
扱
う
こ
と
に
な

な
お
、
申
請
事
務
は
い
ま
ま

で
ど
お
り
で
す
が
、
く
わ
し
い

こ
と
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ヘ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

⌒取
扱
い
銀
行
）

□
青
森
銀
行
、
青
和
銀
行
、

弘
前
相
互
銀
行
、
津
軽
信
用
金

庫
、
東
奥
信
用
金
庫
。

毎
週
土
、
日
曜
日
の
午
前
七

時
か
ら
二
十
分
ま
で
青
森
放
送

テ
レ
ビ
で

「防
災
ミ
二
百
科
」

「く
ら
し
の
中
の
防
災
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
つ
ぎ
の

と
お
り
放
送
に
な
り
ま
す
。

□
二
月

一
日
＝
こ
わ
い
タ
バ

コ
の
投
げ
す
て

□
二
月
七
日
＝
避
難
器
具
を

備
え
つ
け
よ
う

□
二
月
八
日
＝
危
い
子
ど
も

の
火
遊
び

□
二
月
十
四
日
＝
家
庭
で
の

応
急
手
当

□
二
月
十
五
日
１
火
災
警
報

□
二
月
二
十

一
日
＝
初
期
消

火
の
や
り
方

□
二
月
二
十
二
日
＝
グ
ラ
ッ

と
き
た
ら
ま
ず
火
の
始
末

□
二
月
二
十
九
日
１
春
の
全

国
火
災
予
防
運
動

口謂「お誕生

小
倉
　
博
美

⌒十
　
一こ

鉄
弘

小
田
桐
美
也
子

（脇
元
）
達
也

豊
島
　
麻
子

⌒十
　
一こ

正
治

二
藤
部
美
由
紀
（脇
元
）兼
一
郎

佐
藤
　
基
規

⌒相
　
内
）
昭
憲

―
毀
あ

―

秋
田
谷
和
智

（相
内
）
長

一
郎

小
林
　
勇
吾

⌒相
　
内
）
初
男

伊
藤
　
裕
樹

（十
　
一こ

静
雄

田
中
　
寿
博

（相
　
内
）
義
春

鳴
海
　
博
樹

（太
　
田
）
秀
逸

米
谷
　
美
雪

（相
　
内
）
久
雄

近
藤
　
雅
哉

（十
　
一こ

カ

佐
藤
　
雅
孝
（相
　
内
）
進
吾

」ψ叫｝ご結婚

⌒確鴻　帥徴
｛計　″一

（岐田

⌒に罐ホ幸崚
｛協海断｝

（雌畷テル考
｛楓

（な細千緻鶴
｛縁

（鰍刺谷信締
｛続

口

■

Ｕ

（相
　
内
）
　
　
浜
田
　
リ
ク
（十
　
一こ

“
才

Ｔ
一　
重
）
　
　
工
藤
　
福
松
（十
、一三
）
７９
才

｛鵬
児
航
｝
　
　
鰤
』
林

″
動
一［
　
［
一

８２７４
″

ち
ｃ
　
　
一
便
局
の
簡
易
保

枷̈　螂“一中一一っ鰤

保
険
料
を
割
り
引
く
制
度
な
の

で
す
。

保鮭脱れ卸̈
時相手噺翻わ

は

一
年
分
前
納
の
場
合

一
カ
月

分
の
一
万
円
、
六
カ
月
前
納
の

と
き
は
半
月
分
の
五
千
円
、
三

カ
月
分
前
納
の
と
き
は
十
分
の

一
の
千
円
が
割
り
引
き
と
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
。お

と
く
な
も
の
で
、
六
カ
月
前
納

の
場
合
の
割
り
引
き
率
は
八
分

三
厘
三
毛
と
な
り
ま
す
。

最
近
は
、
こ
の
制
度
を
利
用

さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
す
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
一

く
わ
し
い
こ
と
は
郵
便
局
ヘ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

恵 一
子 夫

三 十

（財離むつ電

（猛織　」却

（ほ峰畑鵬群

⌒鶴鯛　嫁難

（雛旺　臓刊

⌒漱旧　孝鋤

⌒幅相場隷＝ ↑箱 ET T宴  書箱 霜策

塁● ここ ここ き0 ●こ

●」 EE ●こ

広
報
十
二
月
号
の
中
で
つ
ぎ

の
と
お
り
誤
植
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■

一
面
の
下
段
六
行
日

「五

「
三
千
円
百
八
十
円
」
と
あ
る

の
は

「五
万
三
千
百
八
十
円
」

に
、
■
五
面
の
ヽ
今
月
の
人
」

十

一
行
日

「
い
ら
い
二
十
八
年

間
」
と
あ
る
の
は

「
い
ら
い
十

八
年
間
」
に
、
三
二
面

「声
」

欄
の
最
後
か
ら
四
行
日

「予
険

注
射
」
と
あ
る
の
は

「予
防
注

射
」
に
訂
正
し
ま
す
。
　
．

玉掛けの技能講習会を開きます

村では、出かせ ぎ者の就職 を少 しでも有利にす

るため、昨年から技能講習会 を開いてきましたが、

今年もつ ぎのとおり「玉掛け」の講習会 を開 きま

す。この機会にぜひ受講するようおすすめ します。

なお、受講 したかたには修了証書 を交付 します。

(簡単な試験がある)

■と  き 2月 19日 ～20日 (2日 間)

両日とも午前 9時から午後 5時 まで

■と こ ろ 相内児童館ホール

■募集人員 50人 (18歳 以上の男子に限る)

■受 口 料  1人 4,000円

■綺 切 日 2月 5日

■申 込 先 役場企画室

(申 し込み用紙は役場企画室、脇元、十三出張

所にあります)


